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は
じ
め
に

　

二
〇
二
一
年
度
中
に
も
運
用
が
始
ま
る
大
学
フ
ァ
ン
ド

に
注
目
が
集
ま
る
。
一
〇
兆
円
規
模
の
フ
ァ
ン
ド
を
創
設

し
、
そ
の
運
用
益
を
大
学
に
活
用
し
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
研
究
基
盤
を
構
築
す
る
と
い
う
構
想
で
あ
る
。
世
界

の
ト
ッ
プ
大
学
や
研
究
機
関
の
中
に
は
、
自
ら
の
資
金
で

フ
ァ
ン
ド
運
営
を
行
い
、
そ
の
運
用
益
を
組
織
の
活
動
に

利
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
る
。
日
本
の
私
立
大
学

の
中
に
も
大
学
基
金
の
運
用
を
行
う
と
こ
ろ
は
あ
る
（
し

か
し
資
金
規
模
は
小
さ
い
）。

　

運
用
益
を
世
界
に
比
肩
す
る
レ
ベ
ル
の
大
学
に
活
用
す

る
と
い
う
理
念
は
素
晴
ら
し
い
が
、
日
本
の
大
学
フ
ァ
ン

ド
に
は
整
理
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
事
実
関
係
や
課
題

が
多
い
。
本
稿
で
は
、
構
想
か
ら
実
現
に
至
る
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
、
資
金
調
達
面
、
資
金
運
用
面
の
三
つ
の
局
面
に

分
け
て
、
そ
の
他
の
課
題
に
つ
い
て
も
触
れ
つ
つ
、
大
学

フ
ァ
ン
ド
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

大
学
フ
ァ
ン
ド
の
異
質
性

～
国
民
負
担
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に
～

原　

田　

喜
美
枝
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構
想
か
ら
実
現
に
至
る
プ
ロ
セ
ス

　

大
学
フ
ァ
ン
ド
の
構
想
は
二
〇
二
〇
年
一
二
月
八
日
の

閣
議
決
定
に
基
づ
く⑴

。
同
年
一
二
月
一
〇
日
の
第
三
次
補

正
予
算
案
に
よ
っ
て
、
原
資
に
財
政
融
資
資
金
を
活
用
す

る
事
業
ス
キ
ー
ム
が
示
さ
れ
、
財
政
投
融
資
分
科
会
に
諮

ら
れ
た⑵

。
有
償
資
金
で
あ
る
財
政
融
資
資
金
の
借
入
金
を

ほ
ぼ
一
〇
〇
％
活
用
し
て
、
市
場
運
用
し
て
運
用
益
を
大

学
に
配
分
す
る
と
い
う
事
業
で
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
は

借
入
期
間
、
具
体
的
な
運
用
手
段
、
運
用
益
の
資
本
へ
の

積
立
て
の
有
無
と
い
っ
た
基
本
的
な
ス
キ
ー
ム
は
示
さ
れ

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
民
間
フ
ァ
ン
ド
の
場
合
は
出
資

を
募
る
際
に
詳
細
を
詰
め
る
も
の
だ
が
、
大
学
フ
ァ
ン
ド

は
先
に
お
金
が
つ
い
て
、
後
か
ら
詳
細
を
検
討
す
る
と
し

て
い
て
、順
序
が
逆
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
異
論
が
出
た⑶

。

　
「
財
政
投
融
資
」
と
は
、
税
財
源
を
使
わ
ず
に
、
国
債

の
一
種
で
あ
る
財
投
債
を
発
行
し
て
調
達
し
た
資
金
を
財

源
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
国
に
よ
る
投
融
資
活
動
の
こ
と

を
さ
す⑷

。
リ
ス
ク
が
高
く
、
民
間
で
は
十
分
に
対
応
で
き

な
い
事
業
に
対
し
て
、
政
策
的
必
要
性
か
ら
資
金
供
給
が

必
要
な
分
野
に
対
し
て
、
資
金
を
後
に
回
収
す
る
こ
と
を

前
提
に
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
の
供
給
や
融
資
を
お
こ
な
う
。
つ

ま
り
、
財
投
債
と
い
う
国
債
（
投
資
家
側
か
ら
す
れ
ば
国

債
で
あ
り
、
自
身
が
保
有
す
る
国
債
が
財
投
債
か
ど
う
か

は
識
別
で
き
な
い
）
を
発
行
し
て
資
金
を
借
り
入
れ
、
市

場
で
運
用
す
る
と
い
う
全
く
初
め
て
の
事
例
で
あ
る
。
そ

し
て
、
大
学
フ
ァ
ン
ド
へ
の
資
金
提
供
は
、
財
政
投
融
資

の
制
度
の
歴
史
の
中
で
も
極
め
て
大
き
な
規
模
で
も
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
償
還
確
実
性
の
担
保
に
関
す
る
疑
念
も
提

示
さ
れ
た
。

　

財
政
投
融
資
分
科
会
で
は
そ
の
後
も
大
学
フ
ァ
ン
ド
に

関
す
る
議
論
が
重
ね
ら
れ
、
一
年
経
過
後
の
二
〇
二
一
年

一
二
月
二
三
日
に
「
大
学
フ
ァ
ン
ド
に
つ
い
て
の
議
論
の



126―　　―

証券レビュー　第62巻第２号

る
。
海
外
の
大
学
等
の
フ
ァ
ン
ド
は
エ
ン
ダ
ウ
メ
ン
ト

（endow
m
ent

、
寄
付
・
寄
付
金
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
原
資
は
寄
付
金
で
あ
る
。
原
資
が

何
で
あ
れ
、
運
用
益
が
あ
げ
ら
れ
れ
ば
よ
い
と
い
う
意
見

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
複
雑
な
仕
組
み
で
あ

る
財
政
融
資
資
金
に
つ
い
て
理
解
す
れ
ば
、
大
学
フ
ァ
ン

ド
に
対
す
る
貸
付
は
制
度
が
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
異
例

の
貸
付
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

財
政
投
融
資
制
度
は
、
二
〇
〇
一
年
度
に
抜
本
的
な
改

革
（
財
政
投
融
資
改
革
）
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
ま
で
の

郵
便
貯
金
や
年
金
積
立
金
の
預
託
を
財
政
融
資
資
金
の
原

資
と
し
て
公
共
事
業
や
住
宅
な
ど
に
融
資
し
て
い
た
こ
と

を
見
直
し
、
必
要
な
資
金
は
財
投
債
の
発
行
に
よ
り
市
場

か
ら
調
達
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
財
政
融
資
資
金
は
、
財

投
機
関
（
財
政
投
融
資
資
金
を
活
用
し
て
い
る
機
関
の
こ

と
。
政
府
関
係
金
融
機
関
、
独
立
行
政
法
人
、
特
殊
会

社
・
国
・
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
該
当
）
に
直
接
融
資
を

整
理
」
が
発
出
さ
れ
た
。
大
学
フ
ァ
ン
ド
関
係
者
に
向
け

て
、
同
分
科
会
で
出
さ
れ
た
異
論
や
残
さ
れ
た
課
題
に
つ

い
て
、
十
分
な
留
意
と
適
切
な
対
応
を
求
め
る
こ
と
が
明

記
さ
れ
た⑸

。

　

財
政
投
融
資
制
度
の
担
い
手
側
と
し
て
は
、
通
常
の
政

策
目
的
と
異
な
る
財
政
投
融
資
の
使
わ
れ
方
で
あ
る
こ

と
、
リ
ス
ク
を
と
る
投
資
の
原
資
が
国
債
発
行
と
い
う
借

金
で
あ
る
こ
と
、
約
九
兆
円
と
い
う
多
額
を
運
用
し
大
き

な
リ
タ
ー
ン
を
出
す
と
す
る
計
画
等
に
対
し
て
、
国
民
負

担
（
損
失
が
生
じ
れ
ば
国
民
が
税
金
で
負
担
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
事
態
）
を
生
じ
さ
せ
な
い
覚
悟
で
臨
ん
で
ほ
し

い
と
い
う
意
思
表
示
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

資
金
調
達
面
の
異
質
性

　

上
述
し
た
よ
う
に
、
大
学
フ
ァ
ン
ド
事
業
は
、
財
投
債

と
い
う
名
の
国
債
で
調
達
し
た
資
金
が
運
用
の
原
資
で
あ
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す
る
場
合
が
通
常
で
あ
る
が
、
財
投
機
関
へ
の
融
資
を
通

じ
て
間
接
的
に
民
間
の
事
業
を
支
援
す
る
場
合
も
あ
っ
た⑹

。

対
象
と
す
る
事
業
は
民
業
補
完
で
あ
り
、
民
業
圧
迫
に
な

ら
な
い
こ
と
な
ど
も
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

　

借
り
手
で
あ
る
財
投
機
関
は
財
投
機
関
債
を
発
行
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
市
場
で
の
自
主
調
達
に
努
め

る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
（
図
表
１
参
照
）。
財
政
投

融
資
の
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
の
観
点
か
ら
は
、
政
策
コ

ス
ト
分
析
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
財
政
投
融
資
を
活

用
し
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
、
政
策
コ
ス
ト
（
将
来
見
込

ま
れ
る
補
助
金
や
出
資
金
の
機
会
費
用
な
ど
）
が
ど
の
程

度
生
じ
る
か
を
明
ら
か
に
し
、
対
象
事
業
の
妥
当
性
や
財

投
機
関
の
財
務
の
健
全
性
に
関
す
る
情
報
の
充
実
を
図
る

も
の
で
あ
り
、
毎
年
公
表
さ
れ
て
い
る
。

　

上
記
か
ら
、
償
還
確
実
性
と
民
業
補
完
を
前
提
と
し
て

財
投
機
関
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
融
資
を
し
て
き
た
財
政
融

資
制
度
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
融
資
先
の
事
業
が
生
み

図表１

〔出所〕�　「財政投融資リポート2021」を参考に筆者作成。

改革　2001年度

預託 運用

国債金利 国債金利
＋0.2％ ＋0.2％

【旧財投】

年
金

郵
貯

財
投
資
金
運
用
部

財
投
機
関

【現在の財投】

一括調達 必要額を精査

財投債 貸付金利
（国債） ≒国債金利

断ち切り

財投機関債（自主調達）

金
融
市
場

郵
貯

年
金

財
投
機
関

財
投
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後
で
あ
り
、
一
二
〇
〇
人
ほ
ど
の
職
員
を
抱
え
る
。
Ｊ
Ｓ

Ｔ
と
運
用
を
委
託
さ
れ
る
外
部
の
運
用
機
関
は
い
か
に
市

場
運
用
を
お
こ
な
い
、
償
還
確
実
性
を
担
保
す
る
の
か
に

つ
い
て
、
次
に
考
察
す
る
。

資
金
運
用
面
の
課
題

　

こ
の
事
業
は
、
科
学
技
術
立
国
の
実
現
と
い
う
政
策
趣

旨
の
も
と
、
借
入
金
を
元
手
に
リ
ス
ク
の
高
い
資
産
運
用

を
お
こ
な
い
、
そ
の
運
用
益
を
参
画
大
学
に
支
援
す
る
枠

組
み
で
あ
る
。
運
用
益
を
大
学
に
支
援
す
る
と
同
時
に
、

期
中
に
は
借
り
入
れ
て
い
る
財
政
融
資
資
金
へ
の
利
払
い

も
発
生
す
る
。

　

長
引
く
金
融
緩
和
に
よ
り
国
債
金
利
は
低
い⑺

。
財
投
債

は
商
品
性
と
し
て
は
国
債
と
同
じ
で
あ
り
、
財
投
債
の
調

達
金
利
は
国
債
金
利
そ
の
も
の
で
あ
る
。
財
投
債
を
発
行

し
て
調
達
し
た
原
資
を
貸
し
出
す
際
の
貸
付
金
利
も
基
本

出
す
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
で
償
還
さ
れ
て
き
た
財
政
融
資

資
金
を
次
の
融
資
先
に
回
し
、
国
の
成
長
を
支
え
て
き
た

仕
組
み
で
あ
る
。
大
学
フ
ァ
ン
ド
へ
の
貸
付
は
財
政
融
資

資
金
を
活
用
し
て
市
場
運
用
す
る
と
い
う
初
め
て
の
取
り

組
み
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
過
去
最
大
級
の
資
金
規
模
で

も
あ
り
、
過
去
最
長
の
貸
付
期
間
で
も
あ
る
。

　

大
学
フ
ァ
ン
ド
以
前
に
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
へ
の

間
接
的
な
融
資
が
長
期
か
つ
大
規
模
で
あ
る
な
ど
と
問
題

視
さ
れ
た
が
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
Ｊ
Ｒ
東
海
の
本
業

へ
の
融
資
で
あ
っ
た
。
大
学
フ
ァ
ン
ド
の
場
合
は
、
科
学

技
術
振
興
機
構
（
以
下
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
の
下
に
フ
ァ
ン
ド
が

設
置
さ
れ
る
。
Ｊ
Ｓ
Ｔ
は
科
学
技
術
振
興
を
目
的
と
し
て

設
立
さ
れ
た
財
投
機
関
で
あ
り
、
大
学
フ
ァ
ン
ド
運
用
資

金
は
本
業
で
な
い
と
こ
ろ
へ
資
金
を
出
す
こ
と
に
な
る
。

使
途
は
市
場
運
用
で
あ
り
、
実
業
性
の
あ
る
事
業
へ
の
融

資
で
も
な
い
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
傘
下
の
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
二

〇
二
〇
年
度
ま
で
の
年
間
予
算
規
模
は
一
二
〇
〇
億
円
前
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的
に
国
債
金
利
と
同
水
準
に
設
定
さ
れ
る
（
現
下
の
金
利

情
勢
等
を
踏
ま
え
、
貸
付
金
利
の
下
限
利
率
は
〇
・
〇
〇

一
％⑻

）。
大
学
フ
ァ
ン
ド
で
は
、
諸
経
費
控
除
後
の
平
均

収
益
率
を
四
・
三
八
％
（
物
価
上
昇
率
一
・
三
八
％
と
支

出
目
標
率
三
％
）
と
し
、
運
用
開
始
か
ら
段
階
的
に
リ
ス

ク
テ
イ
ク
を
お
こ
な
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

超
低
金
利
下
で
は
利
払
い
負
担
は
大
き
く
な
い
と
い
え

よ
う
。
し
か
し
、
財
政
融
資
資
金
の
貸
付
金
利
は
、
将
来

の
金
利
環
境
に
依
存
す
る
。
金
利
上
昇
の
局
面
で
は
費
用

負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
資
産
運
用
の

収
益
か
ら
借
入
金
利
な
ど
の
費
用
を
控
除
し
て
な
お
四
％

以
上
の
収
益
を
上
げ
る
の
は
容
易
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

運
用
当
初
の
借
入
金
利
を
下
限
の
〇
・
〇
〇
一
％
と
想

定
す
る
と
九
兆
円
に
対
す
る
利
払
い
額
は
九
千
万
円
、
将

来
の
経
済
環
現
の
変
化
に
よ
り
国
債
金
利
が
一
％
に
な
る

と
、
単
純
計
算
で
利
払
い
は
九
〇
億
円
に
跳
ね
上
が
る
。

財
投
債
は
毎
年
償
還
を
迎
え
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
フ
ァ

ン
ド
に
と
っ
て
は
超
長
期
の
借
入
で
あ
り
、
期
中
に
大
学

へ
の
支
援
額
を
毎
年
三
〇
〇
〇
億
円
と
定
め
る
の
で
あ
れ

ば
、
金
利
上
昇
局
面
で
は
利
払
い
費
用
も
問
題
に
な
る
だ

ろ
う⑼

。

　

一
方
で
、
現
在
の
超
低
金
利
環
境
で
は
運
用
益
を
出
す

こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
Ｊ
Ｓ
Ｔ
が
掲
げ
る
「
安
全
か
つ

効
率
的
な
運
用
」
と
い
う
表
現
に
疑
問
を
抱
い
た
明
田

（
二
〇
二
一
）
は
試
算
を
お
こ
な
い
、
長
期
的
な
安
全
運

用
リ
タ
ー
ン
は
〇
・
五
％
も
期
待
で
き
な
い
と
し
て
い

る
。

　

さ
て
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
は
財
投
機
関
で
あ
り
、
自
身
で
財
投
機

関
債
を
発
行
し
て
必
要
な
事
業
の
資
金
調
達
を
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
財
政
融
資
制
度
を
利
用
し
て
資
金
の
提
供
を

受
け
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
財
投
機
関
債
を
発
行
す
る
こ

と
で
市
場
調
達
す
る
こ
と
は
他
の
財
投
機
関
も
お
こ
な
っ

て
い
る
。
二
〇
二
二
年
度
に
Ｊ
Ｓ
Ｔ
は
二
〇
〇
億
円
の
財

投
機
関
債
を
発
行
予
定
で
あ
る
。
他
の
財
投
機
関
と
同
様
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に
、
投
資
家
に
向
け
て
、
債
券
内
容
説
明
書
や
投
資
家
説

明
資
料
を
作
成
し
、
資
金
が
使
わ
れ
る
大
学
フ
ァ
ン
ド
の

資
産
運
用
状
況
や
運
用
に
関
す
る
リ
ス
ク
な
ど
の
情
報
に

つ
い
て
説
明
が
お
こ
な
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
し
か
し
、

市
場
が
急
変
す
る
よ
う
な
局
面
で
は
、
投
資
家
が
他
の
財

投
機
関
債
と
同
列
に
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
発
行
す
る
財
投
機
関
債
を

扱
わ
な
い
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
他
の
課
題

　

金
融
市
場
の
関
係
者
で
あ
れ
ば
、
リ
ス
ク
と
リ
タ
ー
ン

は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。
大

学
フ
ァ
ン
ド
は
将
来
的
に
株
式
比
率
六
五
％
と
い
う
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
を
構
築
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
現
行
の
自
己

資
本
は
一
一
・
一
％
で
あ
り
、
今
後
リ
ス
ク
の
高
い
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
を
段
階
的
に
形
成
す
る
際
に
は
自
己
資
本
を

厚
く
す
る
必
要
に
も
迫
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
株
式
比
率

六
五
％
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
か
ら
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い

最
大
損
失
に
対
し
て
、
現
時
点
の
一
一
・
一
％
と
い
う
自

己
資
本
は
十
分
で
は
な
い
た
め
、
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
Ｊ
Ｓ
Ｔ
も
同
様
の
認
識
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
財

政
融
資
資
金
の
償
還
確
実
性
を
担
保
す
る
観
点
か
ら
も
、

下
方
リ
ス
ク
に
備
え
て
自
己
資
本
を
厚
く
す
る
こ
と
は
重

要
で
あ
ろ
う
。
利
払
い
費
を
含
め
た
諸
経
費
を
払
い
、
自

己
資
本
を
厚
く
し
つ
つ
、
参
画
大
学
に
支
援
を
す
る
の

は
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
容
易
で
は
な
い
。

　

財
政
融
資
資
金
に
よ
る
大
学
フ
ァ
ン
ド
へ
の
貸
付
は
時

限
的
な
措
置
と
い
う
表
現
で
導
入
さ
れ
、
そ
の
後
、
超
長

期
の
融
通
条
件
と
な
り
、
四
〇
年
償
還
（
う
ち
据
置
期
間

二
〇
年
、
元
金
均
等
償
還
）
と
決
ま
っ
た
。
四
〇
年
の
間

に
参
画
大
学
や
民
間
の
資
金
に
置
き
換
え
て
い
き
、
財
政

融
資
資
金
は
返
済
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
参
画
大
学
は
現

時
点
で
は
未
定
で
あ
り
、
参
画
大
学
に
よ
る
大
学
フ
ァ
ン

ド
へ
の
資
金
拠
出
へ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
未
定
で
あ
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る
。

　

資
金
の
出
し
手
に
は
財
政
投
融
資
制
度
を
担
う
と
い
う

役
割
が
あ
り
、
確
実
に
償
還
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
民
間

の
金
融
機
関
で
あ
れ
ば
、
二
〇
年
後
か
ら
返
済
が
始
ま
り

四
〇
年
後
に
償
還
を
迎
え
る
融
資
は
リ
ス
ク
が
高
す
ぎ

る
。
資
金
使
途
が
市
場
運
用
で
あ
り
、
二
〇
年
後
か
ら
四

〇
年
後
に
か
け
て
第
三
者
か
ら
の
資
金
に
よ
っ
て
償
還
原

資
が
生
ま
れ
る
ス
キ
ー
ム
は
想
定
す
る
こ
と
す
ら
不
可
能

で
あ
ろ
う
。
国
を
挙
げ
て
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る

な
ら
、
し
っ
か
り
し
た
仕
組
み
を
作
る
の
は
国
の
責
務
で

あ
る
。

　

大
学
フ
ァ
ン
ド
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
資
金
や
自
己
資

本
、
リ
ス
ク
管
理
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
会
計
処

理
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
大
学
へ
の
支
援
の
あ
り
方
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
。
そ
の
他
の
議
論
に
つ
い
て
は
、「
大
学

フ
ァ
ン
ド
に
つ
い
て
の
議
論
の
整
理　

令
和
三
年
一
二
月

二
三
日　

財
政
投
融
資
分
科
会
」
を
参
照
い
た
だ
き
た

い
。お

わ
り
に

　

大
学
フ
ァ
ン
ド
の
支
援
に
よ
り
実
現
を
目
指
す
大
学
像

は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る⑽

。「
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

研
究
者
が
集
ま
り
活
躍
で
き
る
環
境
を
作
る
た
め
の
研
究

大
学
と
し
て
の
機
能
を
強
化
」
し
（
中
略
）、「
我
が
国
の

大
学
全
体
と
し
て
の
研
究
力
向
上
を
牽
引
す
る
大
学
と
な

る
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
次
代
の
社

会
構
造
へ
の
転
換
に
向
け
て
大
胆
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、

社
会
の
多
様
な
主
体
と
常
に
対
話
し
な
が
ら
、
活
動
を
展

開
す
る
こ
と
」
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
抽

象
的
で
あ
り
具
体
的
で
は
な
い
。

　

参
画
大
学
の
要
件
、
配
分
の
基
本
枠
組
み
、
運
用
益
の

使
途
、
選
考
・
評
価
ス
キ
ー
ム
の
設
定
含
め
、
本
稿
執
筆

時
点
で
は
未
定
で
あ
る
（
二
〇
二
一
年
一
二
月
末
時
点
）。
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動
き
だ
す
か
ら
に
は
、
世
界
最
高
水
準
の
研
究
大
学
を
形

成
し
、
科
学
技
術
立
国
を
実
現
す
る
た
め
の
重
要
な
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
機
能
し
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
広
く
浅
く
多
く
の
大
学
に
配
分
さ
れ
る
よ
う
な
“
ば

ら
ま
き
”
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
国
が
一
定
金
額
を

経
常
経
費
と
し
て
配
分
し
て
い
る
国
立
大
学
法
人
へ
の
運

営
費
交
付
金
と
の
違
い
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

財
政
融
資
資
金
は
、
長
期
で
は
あ
る
が
時
限
的
な
資
金

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
二
〇
年
経
過
後
に
は
参
画
大

学
や
民
間
の
資
金
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
補
助
金
で
は
な
い
。
運
用
益
は
マ
イ
ア

ス
に
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
か
ら
確
定
給
付
的
な
支

出
に
は
な
ら
な
い
。
参
画
大
学
に
は
三
％
の
事
業
成
長
も

求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
制
度
設
計
を
し
っ
か
り
説

明
す
る
こ
と
は
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
任
務
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
大
学
フ
ァ
ン
ド
の
原
資
は
償
還
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
財
政
融
資
資
金
で
あ
り
、
財
投
債
と
い
う
国
債

を
発
行
し
て
調
達
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
国

民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
も
必
要
に
な
る
。
世
界

に
伍
す
る
大
学
運
営
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
将
来
の
国
民

に
負
担
を
負
わ
せ
な
い
た
め
に
、
し
っ
か
り
と
運
営
し
て

い
た
だ
き
た
い
。�

（
参
考
文
献
）

明
田
雅
昭
（
二
〇
二
一
）「
始
動
す
る
一
〇
兆
円
大
学
フ
ァ
ン
ド—

安
全

か
つ
効
率
的
な
運
用
で
三
％
の
分
配
」『
証
券
レ
ビ
ュ
ー
』
第
六
一
巻

第
八
号

財
務
省
（
二
〇
二
一
）「
大
学
フ
ァ
ン
ド
に
つ
い
て
の
議
論
の
整
理　

令

和
三
年
一
二
月
二
三
日　

財
政
投
融
資
分
科
会
」

（
注
）

⑴　
「
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
安
心
と
希
望
の
た
め
の
総
合
経
済
対

策
」https://w

w
w
5.cao.go.jp/keizai1/keizaitaisaku/2020-2/�

20201208_taisaku.pdf
⑵　
「
財
政
制
度
等
審
議
会�

財
政
投
融
資
分
科
会�

説
明
資
料�

国
立
研
究

開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
令
和
二
年
一
二
月
一
〇
日�

内
閣
府�
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文
部
科
学
省
」https://w

w
w
.m
of.go.jp/about_m

of/councils/
fiscal_system

_council/sub-of_filp/proceedings/m
aterial/

zaitoa021210/zaito021210_10.pdf
⑶　

財
政
制
度
等
審
議
会
財
政
投
融
資
分
科
会
議
事
録　

https://
w
w
w
.m
of.go.jp/about_m

of/councils/fiscal_system
_council/

sub-of_filp/proceedings/proceedings/zaitoa021210.htm

⑷　

財
務
省
（
二
〇
二
一
）「
財
政
投
融
資
リ
ポ
ー
ト
二
〇
二
一
」

https://w
w
w
.m
of.go.jp/policy/filp/publication/filp_report/

index.htm
l

⑸　

https://w
w
w
.m
of.go.jp/about_m

of/councils/fiscal_sys-
tem
_council/sub-of_filp/proceedings/m

aterial/zaitoa031223/�
zaito031223_02.pdf

⑹　

間
接
的
に
事
業
を
支
援
し
た
近
年
の
例
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
へ
の

三
兆
円
融
資
が
あ
る
。
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備

支
援
機
構
を
通
じ
て
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
建
設
費
用
の
一
部
貸

付
が
お
こ
な
わ
れ
た
。（
参
考
：https://w

w
w
.m
lit.go.jp/com

m
on/�

001146961.pdf

）

⑺　

財
務
省　

国
債
金
利
情
報　

https://w
w
w
.m
of.go.jp/jgbs/ref-

erence/interest_rate/index.htm

⑻　

前
出
の
「
財
政
投
融
資
リ
ポ
ー
ト
二
〇
二
一
」
参
照
。

⑼　

財
投
債
の
年
限
別
発
行
や
償
還
・
残
高
は
下
記
で
公
開
さ
れ
て
い

る
。https://w

w
w
.m
of.go.jp/filp/publication/filp_report/zai-

to2019/zaitousainohakkoujoukyou.htm

⑽　

内
閣
府
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
務
局
（
二
〇
二

一
）「
大
学
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
支
援
の
基
本
的
考
え
方
」　

世
界
と
伍

す
る
研
究
大
学
の
実
現
に
向
け
た
制
度
改
正
等
の
た
め
の
検
討
会
議

資
料　

https://w
w
w
.m
ext.go.jp/content/20211201-m

xt_gak-
kikan-000019308_2.pdf（

は
ら
だ
　
き
み
え
・
中
央
大
学
商
学
部
教
授

当
研
究
所
客
員
研
究
員
）


